様式第１３号【経営安定資金〔中東情勢対策分〕】

資金繰りに支障をきたすことに係る証明書

１　商号・名称および代表者氏名



２　本店所在地



３　中東情勢緊迫化の影響により資金繰りに支障をきたす理由
　　（※取扱い品目、主原材料、原油の高騰、販売先等、中東情勢緊迫化により、概ね３か月以内に資金繰りに支障をきたすことが見込まれる理由を具体的に記載してください。）















４　収支見込
　　別添参考資料のとおり






　上記のとおり、中東情勢緊迫化の影響により、資金繰りに支障をきたしていることを証明します。
　　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商工会議所会頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞ 

様式第１３号【参考資料】
収支見込表

	・原則として、最近１か月間（申込時の前月１か月間）および今後３か月間（融資申込日を含む３か月間または融資申込日の翌月からの３か月間）の収支見込を作成してください。
・下記様式は作成例となります。必要に応じて項目の修正・削除を行ってください。なお、各事業者が作成している資料で同様の期間の収支見込が分かる場合は、当該資料の提出でも結構です。



　（単位：円）
	
	〇月
（最近１か月
の実績）
	〇月
	〇月
	〇月

	売上高　　　　　　Ａ
	
	
	
	

	売上原価　　　　　Ｂ
	
	
	
	

	売上高総利益　　　Ｃ＝Ａ－Ｂ
	
	
	
	

	経費計　　　　　　Ｄ
	
	
	
	

	
	給料・賃金
	
	
	
	

	
	外注工費
	
	
	
	

	
	減価償却費
	
	
	
	

	
	貸倒金
	
	
	
	

	
	地代家賃
	
	
	
	

	
	利子割引料
	
	
	
	

	
	租税公課
	
	
	
	

	
	荷造運賃
	
	
	
	

	
	水道光熱費
	
	
	
	

	
	旅費交通費
	
	
	
	

	
	通信費
	
	
	
	

	
	広告宣伝費
	
	
	
	

	
	接待交際費
	
	
	
	

	
	損害保険料
	
	
	
	

	
	修繕費
	
	
	
	

	
	福利厚生費
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	

	営業利益　　　　　Ｅ＝Ｃ－Ｄ
	
	
	
	

	営業外収益　　　　Ｆ
	
	
	
	

	営業外費用　　　　Ｇ
	
	
	
	

	経常利益　　　　　Ｅ＋Ｆ－Ｇ
	
	
	
	



	借入金返済（毎月の返済額）
	
	
	
	



